
花
火
の
黒
色
火

薬
に
は
硫
黄
、
炭
、

そ
し
て
焔
硝
（
硝

酸
カ
リ
ウ
ム
）
が

必
要
だ
。
中
で
も

硝
石
の
鉱
脈
が
な 

い
日
本
で
は
焔
硝
の
入
手
が

重
要
だ
っ
た
。
日
本
人
は
家

屋
の
床
下
で
、
山
で
と
れ
る

植
物
の
葉
や
人
間
の
尿
な
ど

を
使
い
、
バ
ク
テ
リ
ア
の
作

用
で
発
酵
さ
れ
た
土
か
ら
焔

硝
を
造
っ
た
。
山
間
部
の
植

物
、
降
雪
に
よ
る
気
温
と
湿

度
の
調
整
、
広
い
床
下
が
必

要
な
為
、
全
国
的
に
山
間
辺

地
が
生
産
地
と
な
っ
た
。
例

え
ば
飛
騨
高
山
の
合
掌
造
り

の
家
屋
は
焔
硝
造
り
の
大
工

場
で
あ
っ
た
し
、
東
北
の
南 

部
藩
や
関
東
で
は
秩
父
が
焔

硝
産
地
と
し
て
有
名
だ
っ

た
。
秋
田
の
大
曲
な
ど
、
地

方
で
大
き
な
花
火
大
会
が
開

か
れ
る
場
所
の
多
く
が
産
地

で
あ
っ
た
。
幕
末
期
安
政
三

年
（
一
八
五
六
）
の
調
査
で

は
、
年
に
二
十
万
貫
（
約
八

百
ト
ン
）
の
焔
硝
が
江
戸
市

中
の
薬
種
問
屋
に
運
び
こ
ま

れ
た
と
い
う
。
江
戸
の
夏
場

の
三
か
月
間
の
「
川
開
き
」

が
制
度
化
し
、
大
量
の
花
火

が
照
明
と
し
て
消
費
さ
れ
た

結
果
、
米
作
不
適
の
辺
地
が

焔
硝
産
地
化
し
て
現
金
収
入

の
道
が
つ
き
、
米
が
食
え
て

祭
り
も
出
来
、
芝
居
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
日

本
大
震
災
で
被
害
の
あ
っ
た 

東
北
地
方
に
、
伝
統
的
な
祭

り
や
歌
舞
伎
が
多
く
残
っ
て

い
る
背
景
に
は
、
江
戸
で
の

花
火
消
費
と
言
う
経
済
的
な

仕
掛
け
が
あ
っ
た
の
だ
。 

（
な
あ
さ
ん
）

 
 

 

菊
坂
…
龍
泉
寺
等
に
転

居
し
た
後
、
明
治
二
十
七
年

（
一
八
九
四
）
に
西
片
に
転
居

し
た
の
は
、
一
葉
が
二
二
才

の
時
で
あ
る
。
六
畳
二
間
と

四
畳
半
で
「
守
喜
」
と
い
う

鰻
屋
の
離
れ
で
あ
っ
た
。
場

所
は
現
在
の
興
陽
社
印
刷
工

場
の
奥
の
崖
際
で
あ
っ
た
。

隣
合
わ
せ
の
銘
酒
屋
の
女
を

モ
デ
ル
に
「
に
ご
り
え
」
を

書
き
、
文
学
に
専
念
し
た
。

明
治
二
九
年
、
結
核
と
な
り

二
四
才
の
若
い
命
を
絶
っ

た
。 本

妙
寺
跡
… 

菊
坂
か
ら

本
妙
寺
坂
を
上
る
と
公
認
会

計
士
会
館
が
あ
る
。
こ
こ
に

明
歴
の
大
火
（
振
袖
火
事
）

の
火
元
と
言
わ
れ
た
本
妙
寺

が
有
っ
た
。
明
暦
三
年
（
一

六
五
七
）
一
月
一
八
日
こ
こ

か
出
火
し
、
江
戸
城
天
守
閣

を
焼
き
江
戸
の
三
分
の
二
を

消
失
さ
せ
た
。
死
者
十
万
余

人
と
い
う
大
惨
事
で
あ
っ
た
。 

本
郷
菊
富
士
ホ
テ
ル
跡
…

本
妙
寺
跡
を
左
に
行
き
、
更

に
左
の
突
き
当
り
に
オ
レ
ガ

ノ
商
会
が
有
る
。
こ
こ
が
か

つ
て
高
級
下
宿
ホ
テ
ル
と
し

て
知
ら
れ
た
菊
富
士
ホ
テ
ル

の
有
っ
た
跡
で
あ
る
。
大
正

三
年
（
一
九
一
四
）
、
こ
こ

の
東
に
有
る
上
野
不
忍
池
畔

で
開
催
さ
れ
る
大
正
博
覧
会

の
客
を
見
込
ん
で
、
同
時
期

に
開
業
し
た
。
地
上
三
階
地

下
一
階
の
西
洋
館
ホ
テ
ル
で 

こ
の
藩
校
を
「
誠
之
館
」
と

名
前
を
改
め
、
文
武
教
育
を

厳
格
に
行
っ
た
。
こ
の
誠
之

館
は
明
治
に
な
り
今
の
誠
之

館
小
学
校
と
な
っ
た
。 

追
分
一
里
塚
…
旧
中
山

道
と
旧
岩
槻
街
道
が
分
か
れ

る
と
こ
ろ
で
、
本
郷
追
分
と

言
っ
た
、
高
崎
屋
（
酒
店
）

の
脇
に
追
分
一
里
塚
の
碑
が

あ
る
。
日
本
橋
を
起
点
と
し

て
一
里
（
約
四
キ
ロ
）
に
あ

た
り
、
昔
は
目
印
と
し
て
榎

を
植
え
た
。
そ
の
後
庚
申
塔

と
な
っ
た
が
、
現
在
、
大
円

寺
内
に
あ
る
。 

朱
舜
水
記
念
碑
…
東
大

農
学
部
構
内
、
寛
文
五
年
（
一

六
六
五
）
光
圀
に
招
か
れ
古

今
の
儀
礼
を
伝
授
し
た
中
国

明
末
の
儒
学
者
、
明
か
ら
清

の
世
に
な
っ
て
我
が
国
に
帰

化
し
た
。
水
戸
と
江
戸
を
往

復
し
な
が
ら
光
圀
に
一
八
年

間
師
事
、
中
屋
敷
内
に
て
八

二
才
で
他
界
し
た
。
記
念
碑

は
渡
来
二
五
〇
年
後
の
明
治

四
五
年
（
一
九
一
二
）
造
。 

立
原
道
造
記
念
館
…
立

原
は
東
大
工
学
部
建
築
科
に

学
び
、
弥
生
町
界
隈
で
青
春

時
代
を
送
っ
た
。
詩
人
と
し

て
も
在
学
中
か
ら
ロ
マ
ン
の

香
り
高
い
作
品
を
発
表
し
て

い
た
。
卒
業
時
に
は
、
別
荘

の
設
計
で
辰
野
金
吾
賞
を
三

年
連
続
で
受
賞
し
た
。
し
か

し
昭
和
一
四
年
第
一
回
中
原

中
也
賞
を
受
賞
し
な
が
ら
も

二
四
才
で
夭
折
し
た
。
記
念

館
は
平
成
九
年
の
開
館
で
、

原
稿
、
絵
画
、
ノ
ー
ト
、
賞

状
な
ど
の
遺
品
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。 

 
 

（
続
く
） 

 
 
 

 

 
 

 

           
 
 
 

 
 

 
 

 
 

川
宿
と
呼
ば
れ
た
。
江
戸
城

防
備
と
奥
州
街
道
沿
い
の
外

様
大
名
監
視
の
為
に
こ
の
辺

に
与
力
森
川
一
族
を
常
駐
さ

せ
た
こ
と
か
ら
「
森
川
宿
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
維
新
後
、
東
大
が
本
郷

の
前
田
家
上
屋
敷
に
移
る
に

つ
れ
て
、
目
の
前
の
森
川
町

は
、
学
生
、
教
授
な
ど
が
住

む
下
宿
や
住
宅
の
街
と
な
っ

て
発
展
し
た
。
蓋
平
館
や
本

郷
館
な
ど
下
宿
が
多
い
事
か

ら
森
川
下
宿
街
と
も
言
わ
れ

た
。
二
葉
亭
四
迷
、
徳
田
秋

声
な
ど
文
人
も
多
か
っ
た
。

こ
こ
は
江
戸
時
代
、
福
山
藩

の
中
屋
敷
が
あ
り
、
此
処
に

藩
校
が
建
て
ら
れ
た
。
幕
末

の
嘉
永
６
年
（
一
八
五
三
）
、 

 

宇
野
浩
二
、
正
宗
白
鳥
、
谷 

崎
潤
一
郎
、
三
木
清
、
宮
本

百
合
子
、
大
杉
栄
、
伊
藤
野

枝
、
竹
下
夢
二
、
直
木
三
十

五
、
宇
野
千
代
、
尾
崎
士
郎
、

坂
口
安
吾
な
ど
の
文
化
人
や

芸
術
家
が
長
期
滞
在
し
た
。 

啄
木
と
赤
心
館
跡
…
菊

富
士
ホ
テ
ル
跡
の
隣
オ
レ
ガ

ノ
商
会
二
号
館
に
石
川
啄
木

の
下
宿
先
だ
っ
た
赤
心
館
が

有
っ
た
。
明
治
四
一
年
（
一

九
〇
八
）
、
啄
木
は
郷
土
の

先
輩
金
田
一
京
助
を
頼
っ
て

上
京
、
四
か
月
間
住
ん
だ
。

こ
こ
で
「
東
海
の
小
島
の
磯

の
白
砂
に
…
」
の
名
句
を
残

し
て
い
る
。 

現
在
の
本
郷
五
丁
目
と

六
丁
目
の
一
部
は
か
つ
て
森 

      

    

 
 

 
 

 
 

 
 

    
                     

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

あおい  通信 第 76 号 

第７６号 平成２３年９月１日 

リハビリテーション 
デイサービス葵・編集委員会 
練馬区東大泉３－１７－５ 

カトウビル３Ｆ 
電話 ０３－３９７８－０９１９ 

東 

京 

江 

戸 

散 

歩 

そ
の
三
十
四 

 

本
郷
周
辺 

⑤ 

写真・文 七海邦夫 

世評・時評 

食物の幸（シリーズ） キッチン 川俣孝子 

＜人参から一言＞ 

人参は頻繁に、そして一度に食べる量が多い野菜です。カロテン量
はずば抜けて多く緑黄色野菜の王様と云えます。体内でビタミンＡに
変化する色素で目、皮膚、粘膜を丈夫にし、抵抗力を高め、病気に負
けない体を作ります。加熱後もカロテン量が殆ど減らない事も特徴で
す。体に良い人参をなるべく多く使う様おすすめします。 

＜人参と油揚の煎り煮＞ 
材料（２人分） 

人参・・・100g   油揚・・・１枚    油・・・大 1/2 
調味料・・100ml  醤油・・・小 1/2  砂糖・・小１ 
唐辛子・・1/2本 

作り方 
① 人参は皮をむき千切りにする。 
② 油揚は湯通しして千切りにする。 
③ 人参を炒め油が回ったら油揚、調味料で煎り付け、唐辛子の小

口切を混ぜる。煎りゴマを加えると香りや栄養価も増します。 
 

              ↓菊坂の説明がある長泉寺前 
↓追分一里塚跡の酒屋 

  ↑立原道造祈念館 

←菊富士ホテル跡地の碑 



 

 

日
本
の
プ
ロ
野
球
生
み
の

親
、
地
下
に
眠
る
故
正
力
松

太
郎
（
富
山
県
高
岡
市
出
身
）

は
「
俺
の
や
っ
た
事
業
で
失

敗
し
た
も
の
は
な
い
」
と
豪

語
し
た
。
そ
れ
こ
そ
怪
物
と

呼
ば
れ
た
情
熱
の
男
で
あ
る
。

 

昭
和
九
年
ア
メ
リ
カ
か
ら

招
い
た
ベ
ー
ブ
ル
ー
ス
一
行

と
の
試
合
を
神
宮
球
場
で
行

な
っ
た
ら
「
神
域
を
汚
し
た
」

と
暴
漢
に
襲
わ
れ
る
時
代
に
、

敢
然
と
職
業
野
球
の
道
を
開

い
た
力
と
精
神
、
昭
和
十
一

年
に
職
業
野
球
の
創
設
を
成

功
さ
せ
た
こ
の
人
は
到
る
と

こ
ろ
に
「
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ

ア
」「
時
代
を
先
取
り
す
る
進

取
性
」「
決
断
と
勇
気
」
と
い

う
言
葉
が
出
て
く
る
。 

東
京
巨
人
軍
の
創
設
を
決 

員
資
格
を
手
に
し
た
と
い
っ

て
、
私
達
に
は
「
恵
ま
れ
て

い
る
の
だ
か
ら
勉
強
し
な
さ

い
」
と
い
う
の
が
口
癖
で
し

た
。
母
と
は
夏
に
半
袖
、
半

ズ
ボ
ン
の
繋
ぎ
の
水
着
を
着

て
海
水
浴
に
行
っ
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
兄
が
撮
っ
た
家

族
の
写
真
が
見
付
か
ら
ず
、

昭
和
初
期
の
夏
の
フ
ァ
ツ
シ

ョ
ン
を
お
見
せ
で
き
な
い
の

は
残
念
で
す
。 

 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
法
は
、
氷
川

き
よ
し
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
行
く
こ
と
で
す
。 

      
小
泉 

晟
（
火
、
土
） 

電
気
会
社
で
五
十
年
働
き

ま
し
た
。
二
十
歳
か
ら
大
好

き
な
車
を
運
転
し
て
き
ま
し

た
。
車
は
い
ろ
い
ろ
乗
り
換

え
ま
し
た
。
ア
ユ
釣
り
も
毎

年
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

      関
川 

芳
江
（
火
） 

去
年
の
十
月
よ
り
通
所
し

て
い
ま
す
。
葵
で
は
、
皆
さ

ん
と
話
を
す
る
こ
と
、
一
緒

に
体
操
が
で
き
る
こ
と
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

      菊
地 

公
助
（
金
） 

去
年
か
ら
通
所
し
て
い
ま

す
。
趣
味
は
囲
碁
、
将
棋
、

そ
し
て
読
書
で
す
。
歴
史
物

が
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

         

て
思
い
出
す
と
、
広
岡
さ
ん

を
追
い
越
し
て
正
遊
撃
手
な

ど
と
て
も
望
む
べ
く
も
な
か

っ
た
。 

捕
手
が
足
り
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
い
つ
の
間
に
か
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
る
よ
う
に

な
り
、
来
る
日
も
来
る
日
も

多
摩
川
の
ゲ
ー
ジ
の
中
に
し

ゃ
が
ん
で
い
た
。
そ
の
後
、

腰
骨
を
痛
め
（
脊
椎
分
離
症
）

手
術
、
選
手
生
命
は
汗
と
ド

ロ
に
塗
れ
た
三
年
間
で
し
た
。

自
主
退
団
し
、
テ
レ
ビ
局
で

三
十
九
年
間
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
生
活
を
全
う
し
た
。 

        

 
 

 
  

   
  

吉
野 

波
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

相
田 

美
代
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

富
寿
郎 

め
る
と
い
ち
早
く
、
阪
神
電

鉄
に
「
大
阪
タ
イ
ガ
ー
ス
」

の
結
成
を
勧
め
る
。
二
リ
ー

グ
結
成
も
そ
う
だ
。
昭
和
二

十
四
年
に
プ
ロ
球
団
に
参
加

を
希
望
す
る
会
社
が
増
え
、

受
け
入
れ
派
と
拒
絶
派
が
別

れ
た
と
き
、
正
力
の
発
想
は

そ
ん
な
ケ
チ
な
了
見
を
吹
き

と
ば
し
た
。
相
競
う
チ
ー
ム
、

相
競
う
リ
ー
グ
あ
っ
て
共
に

し
の
ぎ
を
尽
く
し
た
戦
い
を

す
る
。
そ
こ
に
こ
そ
発
展
が

あ
る
。
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

人
で
あ
っ
た
。
こ
の
豪
傑
と

同
じ
富
山
県
か
ら
昭
和
三
十

年
、
赤
バ
ッ
ト
の
川
上
、
青

バ
ッ
ト
の
大
下
、
に
憧
れ
を

抱
い
て
い
た
横
山 

稔
（
旧

姓
・
岡
田
稔
）
が
県
人
と
し

て
巨
人
軍
入
り
第
一
号
と
し

て
入
団
し
た
。 

砺
波
高
の
三
番
打
者
で
あ

っ
た
が
、
巨
人
軍
で
は
広
岡

の
陰
に
か
く
れ
て
い
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
今
に
な
っ 

が
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
、
朝
の

砂
浜
で
ピ
ン
ク
の
桜
貝
、
白

い
巻
貝
を
集
め
歌
い
乍
泣
し

た
日
々
も
有
り
ま
し
た
。 

四
年
生
の
夏
に
は
林
間
学

校
が
。
高
野
山
の
宿
坊
で
す
。 

お
寺
の
朝
は
掃
除
か
ら
始

ま
り
、
お
説
教
で
「
一
日
一

善
を
積
む
と
人
生
最
後
の
日

に
阿
弥
陀
様
が
蓮
の
台
（
う

て
な
）
を
持
っ
て
お
迎
え
に

来
て
下
さ
る
」
と
子
供
の
脳

裡
に
、
そ
し
て
今
も
信
じ
て

い
ま
す
。
正
座
で
痺
れ
が
酷

く
皆
泣
き
笑
い
の
毎
日
、
良

い
子
に
な
り
帰
校
、
懐
か
し

い
思
い
出
で
す
。 

千
百
余
年
前
、
弘
法
大
師

が
高
野
山
を
開
山
、
現
在
迄 

 

尋
常
小
学
校
四
年
か
ら
体

操
の
時
間
が
水
泳
に
な
り
、

プ
ー
ル
の
な
い
時
代
に
路
面

電
車
で
帝
塚
山
か
ら
大
浜
海

岸
へ
。
二
十
分
位
で
砂
浜
の

綺
麗
な
遠
浅
の
海
が
目
前
に

広
が
り
、
皆
が
歓
声
を
上
げ

最
高
の
一
日
で
し
た
。 

五
年
生
は
鳥
羽
海
岸
。
六

年
生
は
天
の
橋
立
の
臨
海
学

校
宿
泊
授
業
に
参
加
し
、
毎

年
黒
坊
（
く
ろ
ぼ
う
ず
）
大
会
で
、 

一
位
に
な
り
、
母
を
驚
か
せ

ま
し
た
。 

戦
後
「
さ
く
ら
貝
」
の
歌 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

                

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

お
願
い
で
す 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆

様
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
担
当
飯
島
迄
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。 

８
月
度
行
事
の
結
果 

麻
雀
大
会 

１
７
日
（
水
）「
ベ
イ
ブ
」

に
て
、
１
２
名
で
戦
っ
た

結
果
、
優
勝
は
七
海
さ
ん

で
し
た
。（
３
回
目
） 

     カ
ラ
オ
ケ
会 

１
９
日
（
金
）
新
会
場
「
カ

ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
・
バ
ン

バ
ン
」
に
て
、 

 

名
の

出
席
で
し
た
。
好
評
に
つ

き
今
後
も
こ
の
会
場
で
行

い
ま
す
。 

 ９
月
度
行
事
の
予
定 

歩
く
会 

 

１
５
日
（
木
）
世
田
谷
区

立
「
次
太
夫
堀
公
園
」
に

行
き
ま
す
。
食
事
は
、
成

城
学
園
で
和
食
で
す
。 

カ
ラ
オ
ケ
会 

 

１
６
日
（
金
）「
カ
ラ
オ
ケ

ボ
ッ
ク
ス
・
バ
ン
バ
ン
」

に
て
。 

役
員
会 

１
８
日
（
日
）
葵
フ
ロ
ア

に
て
、
２
時
か
ら
で
す
。 

 

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
事
務
局
長
） 

     

当時の巨人軍丸子寮 

  

  
 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

 

葵
友
の
会 

 
  

広
報
コ
ー
ナ
ー 

夏
の
日
に 

 
 

石
野 

澄
子 

プ
ロ
野
球
選
手 失

格
の
弁 

 
 
 
 
 
 

 

横
山 

稔 

 

も
法
澄
揺
ぎ
な
い
霊
場
で
す
。 

昭
和
十
四
年
に
は
父
の
分

骨
を
。
緑
に
包
ま
れ
た
参
道

を
奥
の
院
弘
法
大
師
廟
、
澄

篭
堂
な
ど
、母
と
兄
弟
で
再
々

訪
れ
ま
し
た
。
厳
か
な
参
道

両
側
に
歴
史
上
有
名
な
武
将
、

政
治
家
の
御
基
が
並
び
ま
す
。

特
に
、
姫
路
城
主
酒
井
、
本

田
家
の
御
基
は
、
母
の
祖
父

母
達
が
登
城
し
て
い
た
城
主
。

幼
い
日
、
母
か
ら
聞
か
さ
れ

た
話
を
思
い
だ
し
、
感
慨
深

い
お
も
い
で
し
た
。 

明
治
二
十
三
年
生
ま
れ
の

母
は
幼
い
頃
父
を
亡
く
し
て

い
る
の
で
、
家
に
伝
わ
る
刀

や
、
打
掛
を
売
り
、
小
倉
の

師
範
学
校
の
学
費
に
し
、
教 

上
野 

晴
也 
（月
、
金
） 

若
い
ス
タ
ッ
フ
、
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
給
食
、
送
迎
、
パ
ソ

コ
ン
、
書
道
。
縁
あ
っ
て
葵

に
通
所
し
て
い
る
皆
様
に
感

謝
。
小
生
も
若
い
気
持
ち
で

笑
顔
で
減
量
。 

      山
下 

英
昭
（
火
） 

札
幌
か
ら
東
京
へ
移
住
し

て
三
年
。
年
々
体
力
が
衰
え
、

体
力
を
維
持
す
る
た
め
当
所

で
ス
ト
レ
ッ
チ
、
心
の
ケ
ア

等
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後

も
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

      小
林 

重
隆
（
木
、
土
） 

私
は
今
年
よ
り
葵
に
通

所
。
体
操
、
麻
雀
と
好
き
な

事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
も
う
尐
し
元
気
に
な
っ

て
の
卒
業
を
夢
み
て
い
ま
す
。 

      岩
﨑 

數
子
（
月
、
土
） 

葵
に
通
所
し
て
、
と
て
も

し
あ
わ
せ
を
感
じ
て
い
ま
す
。 

 
一番黒いのが石野さんだそうです… 


